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１．組織の概要

事業所名 株式会社小松製作所
代表者名 小松 浩康
事業所の所在地 長野県松本市大字今井字松本道 7256‑1
事業内容 建機・農機・重機部品の製造

地震対策建築用部品、介護・歯科機器部品の製造
設立、資本金 1956 年 10 月  10,000,000 円
エコアクション 21
・対象
・管理責任者
・連絡先

本社
丸山 浩海
0263‑58‑3330

２．事業の概要

３. マテリアルバランス
   

基準年 前年 当年 実績

2020年 2021年 2022年
売上高 千円 1,064,504 1,241,197 1,418,823

生産高 ㎡ 0 0 0

人員 人員 85 87 88

延べ床面積 ㎡ 7229 7229 7229

※重油は使用していない。原材料、製品、再生利用は集計していない。一般特管はない。



４．環境経営方針 
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６．環境経営目標達成の実施体制

事務局

環境管理責任者　正・副

副　総務課課長 総務課、管理課、業務課
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代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境システムの実施

・環境管理責任者の任命

・環境方針の策定・見直し、全従業員への周知

・環境目標・環境活動計画書の承認

・代表者による全体の評価と見直し作業の実施

・環境活動レポート承認

環境管理責任者 ・環境経営システム構築、実施、管理

（事務局） ・環境関連法規等の取りまとめ表作成・承認

・環境目標、環境活動計画書の作成・確認

・環境活動の取り組み結果を代表者へ報告

・環境活動レポート作成・承認

・環境目標、環境活動計画書の原案作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等の取りまとめ表作成と遵守評価の実施

・想定された事故及び緊急事態での対応を想定した手順書作成

設計開発Ｇ長 ・社内生産品、購入品の省エネ、エコについてのリサーチ・企画・立案

管理課 ・再生資源の利用・企画・立案

・サービスの提供により顧客製品の省エネ化に繋げる

機械課課長 ・電気使用量の削減

溶接課課長 ・ガス使用量の削減

・水道使用量の削減

業務課課長 ・エコ運転による自動車、フォークリフト燃料（CO2）の削減

営業課課長 ・安全運転による事故防止とエコ活動

総務課 ・一般廃棄物の削減

製造管理課課長 ・ゴミの分別活動

【 環境管理体制　組織図 】

代表者

担当

社長

環境管理責任者

正　管理営業部部長

役割・責任・権限・活動内容

製造部　部長 管理営業部　部長



目標管理（ＰＤＣＡ）

課題（リスク）とチャンス（機
会）に基づく方針、目標の作成

７．環境経営目標の設定、実績と評価 当年実績値と次年度目標
評価 〇100%達成、△95%達成、 ✕95%以下 ※環境経営レポート作成は、前年実績に依る。

                     

「よい会社」を目指した目標管理（PDCA）の進め方❶～❹

                     EA21 要求事項           総合評価

※ CO2換算係数 中部電力2019 年度 0.424   

（注）８．環境経営目標の取組計画には、環境経営目標項目の他に本来業務改善項目が含まれています

関連法規
・環境関連法規

経営者の想いによる経営計画
・経営理念、ビジョンの表明

課題（リスク）とチャンス（機
会）
・内部から見た課題とチャンス
・外部から見た課題とチャンス
＜戦略的方向付け方針作成＞
環境経営方針、品質方針

＜現状把握＞
・環境負荷の自己チェック
・環境取組の自己チェック

・不良、歩留り分析
・生産性ムダ分析

組織の総合目標の作成
総合評価
・生産性 付加価値/人
・環境  CO2 削減、光熱費

個別目標作成
・環境負荷削減目標
・不良・歩留り目標
・生産性・ムダ取り目標

月次で計画を達成したか
月次でパフォーマンス評価
表

代表者による全体評価と見直
４半期・年度でパフォーマンス評
価

・戦略的方向性が期待通りか
・総合評価

生産性 付加価値/人
環境  CO2、光熱費

＜一人ひとり稼ぐ組織を目指す＞
  継続的改善
・総合評価は期待通りか？
・方針からずれていないか？
・実施体制は有効だったか？
・チームで PDCA回せたか？
・リスクから緊急事態の検討？
・法規制を遵守したか？

実行計画の作成
・チームで改善
・対話重視（WS）

P
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Ａ

1

２
]

３
]

４
]



８．環境経営目標・計画の評価と次年度環境経営への取組計画
分
類 環境目標項目

本来改善項目

    経営環境への取組の活動（環境活動レポート作成年） 次年度環境への取組の計画
    2021 年 10 月～2022 年 9 月   2022 年 10 月～2023 年 9 月
評
価

当年度計画 評価コメント 次年度計画 担当者

二
酸
化
炭
素
削
減

総 CO2 排出量
原 単 位 （ 売 上
高）

電力の省エネを重視する 生産量は増えたが、原単
位では CO2 削減できた

電力の省エネを重視する 清水 SM
岩下 SM

１）電力削減 ・こまめな省エネ
・蛍光灯の LED 化（厚生棟）
・昼休み消灯
・フォークリフトのエコ運転
・設備効率（メンテナンス）
・エアコンの温度設定を

事務所 夏 27℃、冬 21℃

・生産量は増えたが、お
おむね達成
・蛍光灯の LED 化（厚生
棟）実施
・フォークリフトのエコ
運転は課題あり
・エアコン温度設定の徹
底に課題あり

・昼休み、残業時間帯の
不要箇所の消灯徹底

職班長
小林 SC

・フォークリフトのエコ
運転、物流改善による使
用時間の削減

職班長
川口 SC

・エアコン温度設定
事務所 27℃、冬 21℃、
工場の省エネ化検討

久保田
SM
藤井 M

2)ガソリン ・エコドライブ
・配送、集荷ルートの効率化

・生産増で増えた ・燃料補給時の燃費記録
・配送、集荷ルートの効
率化

藤松 SM
小林 SC

3)軽油削減 ・エコドライブ（エンジン式
フォークリフト含む）
・配送、集荷ルートの効率化

・生産増で増えた ・燃料補給時の燃費記録
・軽油の社内使用量管理
・配送、集荷ルートの効
率化

丸山 SM
中田 S
職班長

4)灯油削減 ・冬季のジェットヒーター、
ファンヒーター運転管理

・運転管理ルール未決定
管理面に問題あり

・冬季のジェットヒータ
ー、ファンヒーター運転
管理
・灯油使用量の見える化

職班長
松岡 S

廃
棄
物
削
減

5)一般廃棄物削
減

・両面印刷、両面コピー、裏
紙使用によるコピー用紙削減
（表示）
・各部門のコピー削減
・分別の徹底

・職場、個人による意識
の差が大きい、多忙時の
ミス削減も必要

・ 両 面 印 刷 、 両 面 コ ピ
ー、裏紙使用によるコピ
ー用紙削減（表示）
・各部門のコピー、印刷
削減
・３Ｒの推進
・分別の徹底

有賀 S
松岡 S
大澤 SM

6)産業廃棄物削
減

・分別方法の決定、表示
・分別の徹底

・可燃ごみ、廃プラは期
をまたいだため集計上増

・３Ｒの推進
・分別の徹底

大澤 SM
上條 S

そ
の
他
環
境
負
荷
削
減

7)化学物質 ・使用量の適正管理
・保管、使用方法の改善

・使用量推移の管理、情
報の共有化が必要

・使用量の適正管理
・保管、使用ルールの作
成、表示、徹底
・特化物の利用削減

岩下 SM

8)水使用量 ・節水蛇口に変更 ・節水を心掛けたが、冬
季は凍結防止用に少量流
している
・漏水の改善が必要

・各自節水に努める
・水道使用量管理、削減

清水 SM

9)端材、屑の有
効活用

・端材の見える化
・メーカーでリサイクル

・ほぼ 100％リサイクル
できている

・端材の見える化
・端材、屑の有効活用
・メーカーでリサイクル

中村 GL

10）グリーン購
入

・対象品の調査 ・事務用品で一部実施 ・グリーン調達の推進
・針を使わないホッチキ
スなど

久保田
SM
中村 GL

環
境
負
荷
削
減
支
援
業
務

11) 環 境 関 連 法
令の遵守

・法令改定都度、最新情報の
収集
・遵守状況を評価する

・最新情報を確認したが
問題なし

・環境関連法の整理確認
(1 回/年 4 月)

・関係機関に確認

丸山 M
藤井 M

12)環境教育 ・8:00～8:15 の清掃徹底
・5～9 月の構内、工場周辺の
草刈り及びアダプト活動

・取組状況は良くなって
いるが一部社員は未実施

・朝礼等で EA21の理解を
深める
・３ヶ月に１回環境教育

職班長
係長

・8:00～8:15 の清掃徹底
・通年の構内、工場周辺
の草刈り及びアダプト活
動

職班長
係長

13) 緊 急 事 態 を
想定し対策訓練
を行う

・年１回総合訓練（避難、通
報、初期消火）

・コロナ禍を考慮し職班
長以上と安全衛生委員に
限定して実施

・年 1 回緊急連絡網のテ
スト
・年 1 回連絡網チェック
・年１回総合訓練

丸山 M

14)付加価値/人 ・内製化推進による外注比率 ・外注比率増により付加 ・内製化推進による外注 丸山 M



生
産
性
向
上

削減
・段取り、在庫削減

価値率低下、改善が必要 比率削減
・段取り、在庫削減
（ロボット化、自動化）

藤井 M

小林 SC

15) 残 業 時 間 削
減

・長時間労働の抑制
・労働時間管理の徹底

・出勤率に偏りがあり一
部社員に負荷が集中
・仕事量のアンバランス
にも改善の余地あり

・長時間労働の抑制
・労働時間管理の徹底
・出勤率の偏り改善
・個々の仕事量の平準化

職班長
係長

16) 顧 客 ク レ ー
ム削減

・品質納期目標の達成 ・増加傾向 ・品質納期目標の達成
・不適合品の流出防止の
徹底
・納期変更に対する柔軟
な対応

藤井 M
丸山 M

17) 社 内 不 適 合
削減

・新人、外国人の教育
・不適合をオープンにする
・不適合分析シートの活用

・教育計画に沿って実施
・職場によって差がある
・未実施

・新人、外国人の教育
・オープンにした不適合
内容の削減活動
・不適合分析シートの活
用

藤井 M
丸山 M

18)教育 ・教育計画の作成
・OJT による業務習得

・個別に有効な教育計画
の作成は未実施
・OJT による業務習得は
実施

・個別に有効な教育計画
の作成(内部,外部講習）
・OJT による業務習得及
び多能工化

部課長

19)消耗品 ・ディスクグラインダ砥石、
溶接用チップ等の他職場での
リユース
・在庫の見える化

・一部職場にて実施中
⇒全工場へ展開

・整理整頓に課題あり

・ディスクグラインダ使
用削減
・砥石、チップの交換と
リユースのルール化
・在庫の見える化

職班長

（注）本来業務（日常業務）と統合しているため、７．環境経営目標以外の本来業務改善項目が含まれています。



９．主な環境関連法規の遵守状況の評価、並びに違反、訴訟の有無
              遵守の評価 令和 4年 11 月 21 日  承認者：小松 浩康       

環境関連法規 遵守事項 評価 責任者
廃棄物の処理及び清
掃に関する法律

・適正処理の徹底
・契約書、マニュフェスト、帳簿の記載、報告
・廃棄物処理業者の資格証の確認
・水銀廃棄物の適正処理

（蛍光灯、メタルハライド、照明器具安定器）

〇 丸山 M

フロン排出抑制法 ・第一種特定製品（パッケージエアコン：事務所、
チラー：三菱、コンプレッサー）の点検、漏洩防
止、点検記録の保持

〇 丸山 M

浄化槽法 - -

振動規制法 ・規制地域外（市役所へ確認済み） - -
騒音規制法 ・規制地域外（市役所へ確認済み） - -

労働安全衛生法 ・有資格者、危険物、健康診断 〇 藤井 M
久保田 SM

消防法 ・少量危険物の貯蔵届出 〇 丸山 M

化管法（PRTR 法） ・塗料/溶剤に含有する指定物質の排出量・移動量の
調査及び届け出

- 丸山 M

省エネ法 ・原油換算約 220kL/年間にて努力義務の範囲 〇 丸山 M

※管理責任者による遵守状況の評価の結果、環境法規制等の逸脱はありません。地域及び

  当年の関係当局からの訴訟及び苦情及び過去３年間に渡って訴訟及び苦情はありません。

  

10．環境上の緊急事態の想定及び訓練記録
緊急事態の想定 手順 訓練 訓練実施日 事故（いつ、状況、対応

策の検証
緊急連絡網訓練 緊 急 連 絡

網図
秋、年 1 回訓練 R4.11.17

実施
無し

避難訓練、消火
訓練

訓 練 手 順
書

年 1 回 総合訓練
（避難・通報・初期消火）

R4.3.25 実
施

灯油漏洩訓練 灯 油 漏 洩
訓練

不定期訓練

11．社内コミュニケーション
会議体 内容 いつ 責任者
幹部会議 経営計画を達成する生産性、環境関連目標の設定

月次でパフォーマンス評価
生産性、環境負荷削の評価と対応

月第 3 週 社長

職場会議 各部門で改善実行計画の作成
改善の実施と目標達成評価と対応策

必要時 部門長

全体会議 経営理念、方針、目標、計画の周知 年 2 回
10 月、4 月

社長

朝礼 日常的情報交換、教育の機会 毎朝 部門長

代表者による
見直し

EA21 に基づく環境経営全体の有効性の評価
方針、目標、計画及び実施体制について評価
必要な方策の指示をする。

年 1 回
10 月
幹部会議で

社長



12.環境に関する外部からの苦情の受付・処置、問題点の是正処置、予防処置
問題点 是正処置及び予防処置 いつ 責任者

外部からの苦情なし 無し 無し

是正処置なし 無し 無し

13．代表者による全体の評価と見直し、指示
                          令和 4 年 11 月 21 日 責任者 小松 浩康

会議体 内容
総合評価
・業績
・環境保全

など

実態を把握のもと出来ることから改善を進めることができました。
各環境目標
目標達成：CO2/売上高、ガソリン、軽油、一般廃棄物
目標未達：CO2 排出量、光熱費、電力量、水使用量、産業廃棄物

方針に基づき活動
ができたか

方針に示す重点管理ができました。

目標、計画の達成
度は期待通りか

・付加価値/人：材料は高騰したが、経費改善により付加価値は確保できた。
・光熱費：生産量は増えたが、CO2 原単位で改善できている。電力量の LED 化の

効果があった。他の化石燃料は横ばい。
・生産性：外注関連の不良が減らない。
・法規制：適正管理ができている。
・地域活動：5～9 月の構内、工場周辺の草刈り及びアダプト活動を実施。

実施状況
改善活動の状況

・EA21 に向け活動内容が明確になりました。

次年度への
取組

・環境経営目標へ向けた、各担当者によるＰＤＣＡの実践を通して目標達成に取
り組みます。

  指示事項
改善事項 何時まで 責任者 確認
改善指示事項無し


